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＜連絡事項＞

・下平ＳＷより～事後審査委員会の開催手順・マニュアルをＢユニットのスタッフオフィスのデスクマットに挟んであるので、目を通してみてください。分からない事は末政ＳＷへ聞いてください。

＜患者様連絡事項＞

・木村　誠様～・本日お母様が書類について主治医と話がしたいと言われていましたが、

　　　　　　　　主治医の都合がつかないとの事です。11日（金）の午前中であれば可能との事でお母様へ伝え、１１時と決めています。主治医も了承し、医事チーム、PSWへ伝えています。

・ノボラピット30ミックスの残り少なく、お母様に依頼しています。市民病院から入院中は当院で処方して欲しいと言われたとの事です。ヒューマカート３/７注　１本処方となっています。同じ連効型のインスリンです。

・今後のノボラピット30ミックスは、朝８単位　昼０単位　夕５単位

と朝が１単位増えますので間違いのないようにしましょう。

又、血糖値が高ければ昼も注射するか検討するとの事です。

・菅井　浩子様～風邪で全粥食になっていましたが、食欲が戻った為本日昼から普通食へ

　　　　　　　　変更となっています。

・磯島　貴広様～青山荘入所の申込書を今週中に来院して書いて頂きたいことをお母様に連絡しますが何も言わず電話を切られています。本日の夕方に末政ＳＷが再度電話をかけたところ繋がりました。

＜安ヶ平Ｄｒ担当患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・小笠原　禮子様～本人から食事について「魚が固くて飲み込めない」と訴え聞かれ、本日の夕食から魚禁に食事変更となっています。引き続き嚥下状態の観察を行っていきましょう。

・佐藤　昌宏様～血圧が落ち着いてきた為、来週からディオパン（血圧降下剤）（40）１Ｔが止めとなりノルバスク（血管拡張剤）（5）１Ｔ　１×ndE（朝）のみとなります。血圧が高くなった場合には調整するとの事です。

・市川　真紀子様～本人より「薬を2個増やしてほしい」と訴え聞かれ、来週から増薬予定となっています。問診時に「西病棟の男性患者に服を脱げ脱げと8人に言われる。だからＡユニットの個室に移りたい」と妄想様の発言聞かれています。

・木村　忠史様～採血を拒否され行っていませんでしたが、主治医より6月に採血を行うよう指示がありました。

・中川原　義雄様～５/１０（木）９時半に弐萬円堂の方が来てメガネを作っていただく予定となっています。

＜安ヶ平Ｄｒ担当患者様ケアプラン＞

・佐藤　昌宏様～♯.高コレステロール血圧・体重コントロール

　　　　　　　　　Ｐ‐①食事・間食の摂取状況の観察

　　　　　　　　　　　②毎日16：00～16：30までウォーキング声掛け・促し

　　　　　　　　　　　③週1回ＢＭＩ　体重測定実施（毎週水曜日）　

　　　　　　　　　　　　　５/９（水）ＢＭＩ　２６

　　　　　　　　体重増加傾向の為、毎日夕方のウォーキングを促していきましょう。

　　　　　　　　食事形態について本人と話し合ったところ、朝・夕が常食の普通盛りで昼のみが常食の大盛りと希望があったので明日主治医へ報告し食事形態の変更をしてください。

・西川　和恵様～♯１.発語少なく臥床がち

　　　　　　　　　　Ｐ‐①コーヒーをもらいに来た時に自分から挨拶促す

　　　　　　　　　　　　②スタッフから話し掛ける

　　　　　　　　　　　　③ホールへ誘う

　　　　　　　　♯２.清潔が保てない

　　　　　　　　　　Ｐ‐①洗濯は一緒に行う

　　　　　　　　　　　　②ベット周囲の整理を一緒に行う

　　　　　　　　　　　　③洗面を行っていない時は声掛けをする

　　　　　　　　最近、自室の洗面台にて多飲水見られていました。本人、飲みすぎると吐く事がある為、多飲水見られた場合には声掛けをしていきましょう。

※カンファレンス内で救急カートの中の確認を行っています。

